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論 文 内 容 の 要 旨 




な解を世界で最初に調べたのは R Fuchs である。彼は第６パンルヴェ方程式のパラメータが特別な値α＝β＝γ＝0、
δ＝1/2 をとるときの特殊解－Picard の解－に対し、対応する線型方程式のモノドロミを計算した（1911）。近年に
なって A.V. Kitaev は第１、第２パンルヴェ方程式に対し対称解と称する任意パラメータを含むべき級数解を構成し、
線型方程式のモノドロミが計算可能なことを示した（1991）。 




 第５パンルヴェ方程式に対しては、特異点 t＝0 の周りで解析的な解を３個構成し、これらが Bäcklund 変換で互い
に移り合うこと、これらが全てモノドロミ可解な解であることを示した。 
 第６パンルヴェ方程式に対しては、特異点 t＝0、1、∞の周りで有理型な解を４個ずつ合計 12 個構成し、これらが
Bäcklund 変換で互いに移り合うこと、パラメータが一般的な値をとるとき有理型な解はこの 12 個以外には存在しな
いこと、これらが全てモノドロミ可解な解であることを示した。 




― 440 ― 





― 441 ― 
